
■

　　　　　　　　　　牛後3時～5時

　　　・2嚇　・報醗三口会議室ぐ

　　　　3　議題　∵・　　・　’　一　㌧∫

●い説明者未来蜘究旗．’

　　　　　　　委14－1．
　　　　　　＝季恥2第・唄、．〃●、ダ

　　　　　　　委工4－3．第・i回．．一ル∫

　　　　　　裂ご齢1冨∫∫∴’♂

宇宙企画課

冬ぺ』ズ・1轡ルの諏脳基礎壽査ゆて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1林　誰二郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・イ㌔派第憲

　　　　　第二宇繭発委員会《定回議騰事要旨．
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　　　　　　　　｝一．一　委14戸1量

　　　第9回宇黙委墨㌔定縢）　　保存

日時照和5・年4月・6晒　　 箱三三託
　　　　　午後2時ん4時

場所　　　字宙開発委員会会誹室．　　　　　・

講題
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
（1）宇宙閣発に関する基本計画について（報告）

（2｝国連宇宙空間平和利用委員会法制・委員会第・4回会期

　．について（報告）．

資料

委9“一1　第B回宇蜜開発委員会（定例会講）旧事要旨

委9．一2鞍瞬撫する基本計面

奪い5’「国連宇宙蜘モ和利用委員会法財類会’

　　　　　第14会期」の概要

出席者

　宇宙開発委員会委員長代理’

　　　〃．　　季員・

　　　〃　　　　　　　　　〃

　　　”　一．　　　　　”．

説明者’

山
網
八
斎

轍肉離理局紙盤信麟企画蔽雛’

関係省庁麟員等

　科学技術庁研究調整局長

　　　　　　　　　　　の

西

伊

夫
毅
禧
文
ざ
．
文
徳

昌
　
・
東
成
、
　
　
．
博
、
・
一

三
島
蔭
藤
　

三
村

・
原

　　幽主業技術院総務部長　　　　　　　　　仲　矢　　　鍛の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（氏理3木村）

　　運星省大臣官房参事官　　　　　　　横　田　不二夫、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〃〉渡辺｝

　　　気象庁総務部長　　　　　　　　　　岩　田　弘　文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〃：池田）

　　海上保宥庁総務部長　　　　石川・昭夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〃：佐藤）

鋤省軍熟読糊・怖（川澄夫〃・甕）

　　健設夫臣官房技術参事官　　　　　　宮　地　　　章
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（・〃ゼ馬籠）

　　　宇醐発事業団システム計画部　這出忠夫

　　事務局
　　　科学技術庁研究訥整局宇宙企画誹長・上　島　史・郎

　　　　　　　　．　　宇宙国灘長松源・伸渇他

、6　議事要旨

　1（1）・前回議事要旨につい’『，

12）宇宙開発に謝る基本計敵ついて

　第8回露盤発類会（定例会講）．蘇要旨が磯された・、

　　事務局から、標記基本計画が紹和50年3月3↓日付けを

もって内閣熊大出面腱められた論告が行亀れた・

（3）国連禦間平綱用委購律小委員蜘4回鯨

　ついて　　　　　　　　　　　一

　　郵政省電雄理局姻旧姓麟信酸企酵長雛か

ら酬委9－3嘘づ蟹轄が行われ卸う・噂以下の蹄

　応答が行われた。∫

（2♪
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　　　　　　　　　　　　．一　　　　　芦

　　’三吟鋼儲ける健ρ直接放送鯉に対する凹み方は従

　　　　　来のものと変わらなかったのか。

・　　西村：ソ連も放送衛星の打上げを計画じでいることもあり、大巾，

　　　　　にカナダ・ゆ手プ準同謝るなど多三田わっ驚て吟

　　　　　・る。　　　　響」，

　　　八藤：直接放送衛星たついても条約化しようとする動きがあるの・

　　　　　か。

　　　西村：そのような動きはなぐ、原即を作成することを目的として
●

　　　　　いる。　　　、　　　　　　1　　一

・網爵中国も糠に加わ6たのか・

　　　西村：’中国は委員会6メンバーではないので、藩謙に加わってい・

　　　　　ない。　　　　　・　　　　　’　　　　・　　　　・’

　亀
　　　繕喧撒送衛星間謝まとまる方敵動玲ているのか・・

　　　西村・前会期懸鯛鋼当憎しているが・番組の決定権の所

　　　　　在をめぐって鋭い対立がある。・

　　　斎藤ヒ直接放送衛星の定義はあるのか。

　　　鮒一応鴎臨雛条約の無纐観貝旺滲回しやる抵

●　　まだ定められていない・一　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂

、
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　　　　　　　　　　　　　　委14r2旨

策16回宇麟発婦（定例会議）

　　　　議一事し要　三

一　昭和5σ年4月30日㈱

　　午後2時ん二時

　噛宇宙開発委員会会議室

　　　　　その1蝉省・建設省）．．

　　　文縮（東献学宇蘭空研究所）官営

　　．宇宙関連研究開発進捗状況●

　　関係機関における宇宙関連研究開発進捗状況について‘

　’（ビアリシグ1

委■O－1

委ごOr－2

出嘉

　　　〃　・〃　　　　　入藤東禧
　　　〃、　〃　　　　’斎！藤成文
説明者

　東：京大学宇宙航空研究所教授　　　　　野紺　民’也

　　　　　　　礎　　　　　　　　　　森　　　’大吉郎

　国土地理院測地部長F　　　　　　　鈴’木　弘　道．

蘭語省庁職員等　　’　　　　　　　．●

科学繍庁研究二三．　　響伊源麟徳．

　　噺”宇宙酔参事官　　山野年澄

　　　　　　　　　　　‘！プ

　　　文部省学術国際局琴議官’　『　　．笠　木　主　郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理＝小杉ジ

　　　建設省大臣官房技術参事業　　　　　　宮　内．　　章

　　　燃三脚局研究鰻∫・’滝1（〃；馬罷本良雄）

　　　東京大学宇宙航空研究所　　　　　　　高瀬　　　修

　　　建設省国土地理院　・　　’石井晴唯
　　事務局」’噛一．『

　　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長一　rL　島　史　郎

　　　　　　〃一，二三三三長沼原伸一　℃
　　　　　　ご墜　禍難辮髭今．’村♂馳．
6　，議事要旨’　　・　∫　’　　　●　’一、

聯庁から宇四駅醗の轡状況にっ嘩ア琶ン．
　グが行われた。

・（1）　文部省　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　、東京大学字軍航空研究所あ野村民也及び森三吉郎両教授か

　，ち、資料季10二M『基づいて同研究所における宇宙関連研

鯛発ρ進捗棚聯て翻が行われたbち以下の簸

　三四行われた・　　　　　　　　　■

鮒3与rbKmより伽と大難よる紘が無視で猷．
曹一 Pまた・6・・緬よ嫡い酵ンデレン帯膿擁すぎで・．

　　　棚機器駕狽今牲隊めであるρ
　・・准お・・蘇・第6号科学鯉三一3s：・ケヅトで恥い

∫稗年度噸鵬上曜孝≧：して嚇・・蛮

　　　　　　　　　　　　’・《2♪　　・　　ぺ



、

　　　　　を同年度の夏期に打ち上げる必要が生じたため・打上げロケツ

　　　　　トをU－3H戸ケットに変更することを検討している。

　　　山県卑うそろ・ランチキ「0補修が必要では穂のか・

　　　森碑一3・H・ケットはM－3・爵ットと比べて第・段が長

　　　　　いため、そ6打上げのためにはうンチヤーの改修が必要であ

　　　　∫るのでてこの時、補修も同時に行吟たい。

　　　申県鴻仕事量はい？頃がご一ク，になるのか。

　　　野村笥2～53年度がピークゆると思われる6＿’
●　　八藤＝材料や部品は国産品か6

　　　森　　：大諦分国産品であるが、材料の一部は輸入している。

　　　入藤3科学衛星やUロケットの開発により東京大学は特許をとつ。

　　　　　でρるのか。．

　　　野村．3特許はないが・外恥らの睡記せ嚇えてきやる．

　6　（2》’建設省・

　　　　　国土地理院の鈴木弘道測地部長から、三三委■o一・2に基づ

　　　　いて国土地理院におけ．る宇宙関連研究開発の進捗状況について『

　　　　説明が行われたのち、以下の質疑応答が行われた。

　　　八藤3衛星測地に関する外国の状況はどうか。．
、●一

髢ﾘ；アメリカでは、パジオス醒を隔心獣用いて、成果．

　　　　　をあげている。

　L　八藤3将来もこのような衛星め利用侮値があるのか。

　　　鈴二幅量6精油できる限り高めるために必要であると思う・

　　　山県ε街星は、測量が一’度終われば不要に毒るめか。

　　　鈴木薯そうでなく、測量を何度も繰り返すことにより地殻変動等

　　　　　がわかると思われるので、長期間にわたり使用したいと考え

　　　　　ている。

・　　　　　　　　　　　　ぐの　’0’

網島ε現在、計画しているのはべヅシブな衛星である．がアクティブ

　　な衛星についても検討したのか。

鈴木1鰍の方式に？いて検討を行った・なお・アクデグな　e

　　衛星はアメリカ：で試みちれた．ことがあるが嵐精度が悪かった

　　ようである。

山県3国圭地理院ではリモートセンシングも行ってい6のか。

鈴木2従来からランドサット等に関連してリモートセンシツグを

　　行っている。
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　　　第■1回宇宙開癸委員会（定例会議〉

　　　　　　　謹事票　旨

日時超和b・年5卿脚
『　　　　午後2時～4時　　　　　　　　1

場所　　　宇宙開発委員会会談室

議題

蘇妨翻る締騨研究三嘆状況ゆいて
　　｛ヒアリングその2『・群瀟艦空輝技術研究所～

　　　　　　　一ド　　　　　宇宙重用事業団）

資料

　関係省庁における宇宙関連研究開発進捗訣況

出席者

　宇宙開発委員会委員長代理　㌦　．　仙、県’昌．夫

　　　　〃　・委員．　　一縞島　裁
　　　　〃・　〃　一一　．　八三東禧．
　　　　〃∫・〃㌦．’、粛藤成文
説明者

科学三図航空轄技禰獅宇宙研究グループ齢磯回．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　河崎駿・夫’

　宇宙直直事業団理事　’　　　，　　’高・村　健高郎・

　　　　〃　　・プロジ耳クト管理部長　　山　口　弘’一

関係省庁職員等

　科学技術庁研究調整局長　　　　　　伊　原　義．徳’

　　　〃　　・ル　，、一宇宙開発参事官’山　野　正　登

　宇宙開発事業団シスデム計画部　　　・菊　地　　．昭

事務局

　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長　上　島　史　郎，他

　　　　，　　　　　　ω．　　　　　・　　　1　　，．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　、

6　議事要旨

　駅の省庁から宇宙関連研究開発の進捗状況についてピアリ≧

嘘泣輻術陥の河晦総職官から1融所

醐る宇宙関連研既発の酵状況について税嚇われ

　たρち・以下の質贈答が行わ縦・

洞崎職掌研究を行って鴨イオンエンジンを・1珊S一皿に

　　搭載して宇宙睾商で実験を行いたいと考えているか、’ζの

　　ように試験を行うことを目的とするものの信頼牲、耐久聾

　　等については・実彫目的≒ナるもめゆ・低くてもよいこ

　　．ととしそ、気軽に実験できるようにしてほしい。．　　，

山県＝・ETS一皿は現行計画で打上げを予定している衛星と性

　　格が異なるので・まずそのミ磐シヨンをどうや？τ決夢る

　　のかが問題と．なろう・o．

　と
網島3Eエs一皿は宇宙開発事業団が三軸姿勢劉御等のデータ

　　をとるの炉第一目標であるbかつETS一皿で搭載実験を

　　行う他のミッションにつやては、最終的には委員会が決定

　　することとなろう。　　．　’　　●一’、．　　’

網島同体水素南冥ー蒜ンプの磯磯連レて・嬉野屠材

　　料6罷は加のかρ

∫礁概存の材料燗給うと恵う・タジク嗣騒ついては
　・現裡液体窒素温度ま’での材科試験及び強度試験’を行ってφ

　　　る。’

峠：狂醒軍の雛騨装置は・航肇軍轡蝿用呪
　　，あと異るのカモ・

河崎3環境条件とシ子テム炉異るρ

　　一　　　’　．　辱（2♪’
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息
，
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　　　『山県：日本では航空機用の慣性誘導用機器を作っていな’いのか。

、こ感温棚のものと膿ると思うが・これを作って喝とすれ
’『 @　　　ぱvその技術について調査しておくことも必要であろう。

　　　一事務局＝航空機用のものについそはライ・センス生産して硲る。

　　　峠：5翻徽論敵究は昭和52鞭までに完了するのか・冒

　　　河崎溜必発事業団は・脚5・年度にメーカを決定し・昭和

　　　　　　5卵53年威吋咳翻雛デノレ漁民行う予定で．
　　　　　．一あると聞いて’いる。’今後ユ～2年の間に航技研で得られたデ．

●　「繊礁徽享？と思う・た郊魂．自主開発の方鋼
　　　　　。確立されていないと・また技術導入とψうことになり・研究，

　　　　　成果が生かされをいことになる恐れがあるb

　　　山県：今後は・・航技研と宇宙醐発事業団の関係を改めて見直す必1

　　　　　要ガあろうqイ．オンエンジンに外国では実用化され：ているの’

　‘　　　か。㌔　　　　．・．，．　　　．　・　　　　　　，∴

　　　湾崎燦彫はま煎れやな叫補助的に恥rれた．ことは　・・

　　　　　　ある。　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　，　　　　’ジ

　　　斎藤言加速度計等の榔器4）研究も大切であるが・叉フトウエアに・

●　同断究も獅ってお瞭があろうb一∫「同
　　　（2）宇宙開発事業団　　　　．’∫　　　・　　　　、

　　　　　宇宙翻発事業団の高村健』応理事及び山口弘一rプロジエ汐ド・

　　　　　髄綴から洞函南贈る霜髄研究醗嘘鰍況
　　　　’欧魚油が飾れやち・以下噸疑1δ答が行棟た・、

　　　綴1β⑳鯛産するのか・　　　、
　　　　山・εN．r砂トー3号鯛ま鴛虚し骨号徽μ5号機用は
　　　　　’菌産することとしている。．　　　昌　　　仁

　　　　　　　　　・　　・一　　魅　　　”　　　9　　　．　・　　　　ニー

　　　　　　　　　　　　　　　　‘3）　　　　　・’

　ヴ，．’　　　∫・・　　一・

事務局田丁亀1の打上四四はスケジユ「ル的三一プで

　　　きるか。・

山p：’特にマセイロ関係に小さいトラズルがよそ起こるが、数個

　　　のジャイロ塗用意する等の対策を構じているのでスケワユr

　　　ルはギープできると考え，るρ　　．弓

事務局部衛星の静止髄投入はどこ声やるζとにを？たρか。

山口3GMqに？いて絃ソフ｝ウエアのすべでとズペレーシゴンー

　　　の大部分を米国〆一力にやってもらうが、，CS及びBSにウ

・剛関呪力畷をうけ・霜騨業団が自ら行う●
　　‘こととしている。
　　　　ヨ
網島3米国メーカからはでぎるだけシフしウエアを吸収するよう　　　　　、

画

　　　鷹力鉢たいb∴一’
　山県3ET”S一’1やISSはどの程度の精度の円軌道：か・　’

・山口 P…OK典士2’09瑚畔塗考郷・・llい

　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●’
　、　　　　　・　　　　　　　　　「　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　・　　　・　　　　　　　　’

　　　1　　　・　　’　　・　　　　　　　　　　　・　’　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　’　・　・
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委1・4－4

第工詑回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　議事・要旨

紹獅・瑚ユ4晒
　　午後2時㌣4時

　・宇宙開発委員会会議室ン

■　日時

ぞ　三所

3畿題
　　　関係賓庁における宇宙関連研究啓発進拳状況にr『いて

　　　　’（とアリングそのa∫通商産業省、郵政省）

4』

送ｿ鴨一召，　’　　．．．’
　　　関騨欣紅藻融連騰醗酵概
5串盛者　　　　　一　　　　　　，’
　　　宇宙開発委員会委員長代理　　．　　山　県　昌　夫

　　　　　〃皿’委員．．．　畑島一秘

　　　　踊騨雀工業技術麟械技術研究所∫
　　　　　　　　　システム部主任研究官珂　野　嗣　男

　　　　　グ．”・騨術鴨研欝画奏長

　　　　郵政擁総理局無縫信部長斎藤．博
　　　　覧〃　　　〃　’宇宙通信開発企画藻長補佐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大井田　　　清

　　　鰐三無塞虚∫’二曹纂

　　　　　　　　　　　・ω

字宙企画謬

ら
一

　　　　科学三三磯纏二二騨参事官庭野庫登

“r・通式省聴磯瀬一’伸へ女謙
　　　　　　　　　　　　、、　　　　　（’〃．：木村）一

　．　事務局

　　　　・科学技術庁研究調整局宇宙企画課長一　　上・島　史・郎

　　　　　　　〃　、．　〃．．宇宙国際課長　　松．原神一他

　　　6　議事高頬’・，　　　一　，．

　　　　次の省庁から宇缶開連研究二七の進捗状況につい七とアリン

　　　，グ炉行われた。’　∫．　　’　　　『　　　　’、

　　　（1）　通商産業省

　　　　　鰍難壁獅の河鯛男シ客テム部主任研縮廊町

　　　　獅榊研究所碑山勝矢企画室長砿同叡おける宇富

　　　　騨研究麟回忌状況について翻衛や塘のち・以下

　　　　．の質疑応答が行われた。　　一　　　　　　’、

　　　　　網島：分光装置研究の最終回的は何か。．

　　　　河野分燐蹴・太陽の群翻・人工衛星の姿轍購

　　　　　’綴細細考え嚇二二目的醇

　　　　網島一：’分光装置は税学衛星にも倖えると．思うがどうか。・

　　　　河野：その通りであるが・ま窄・科学衛星に三二する計画は　べ

　　　　　　　ない。　　　，一一　13

　　　　峠；；総ご畿二二微細載嚇

　　　噂　　　’．一《2ノ∫

♂● @　　　　τ

●

・～1

　■．

，●



　　　　軸；Lr・ケットの第四（ダミ．一部）．に騨もらった抵　
噌

　　　　　　・＝ロケヅトの不具合のため実験は実施できなかった。　曽

　、
　　　　網島’：航空宇宙技術研究所と電子按術総合研究所は、・今後とも一．

・一@　　　密接な連絡をとって研究を進めてほしい。・まえ、字宙開発｝

　　　　し　一事業団ともr密接に連絡をとるよう努力され：たい。’

　　　（2ラ郵戴省

　　　　　献姻局の蕪騨纐儲長・耕田清宇曄信醗動
　　　　画調雛及鷹波磯所の川回田特顯究齢ら・向省・．
’●

　　　　における宇騨翻三四の進捗状況についτ翻が恥れた

　　　　のち・以下の質疑応答が行われたQ・　　．㌧’，　　　　　　　、

　　　　綿ご鍛省は9’s及びBSめ実験調1こゆを入綴姶るよ

　　　　　　．うだが、・両衛星を打ち上げたのちの通信く放送政策をどう・

　　　　　　す御か商るいは・その蘇の中でC、S・BSをゆ齢　　・

　　　　　　　うに位置づけるのかなどについての検討ぷ不足しているの冒

　　　　　　ではないか。．　　駈　　　　　凸．・一　　の

　　　・韓鰺御壁縦や・轍検討じ舷い’ρ●たい・’．．・．

　　　　　鶴：両衛星の宇宙醗事緬との運用分卑問騨・藩決レた一

●　　　のか。、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロヨコ
　　　　藩㈲嫁だ徽砿賊》争・㌦　　　　　　・・
　　　　火細ゆs及び卵については・鋤省だけではノぐック．テッン

　峨ら．　一　㌦プ機能が旧い互）で・三三開発事業団．にバシクアツプし．ても’　・

　．　　　　らう必要があると考えている。

　　　　八三：人工衛星が将来の通信、放送に与える影響を知るため、

　　　　　　』鱗聯∵畔騨を欝欝ことも考一・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

網島3アメ効臆岱ゴから手を引いたのか・　　　　、
川上：’ }メリカ妹A層討一■¢三局の追跡管制局のうち三局を　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲ
　　鷹した晴えであったが・それでは鞭が不三脚・一、

　　ので・．昨鯵加を勅てきたものである・従うてア刈力　’

ご’は完郷手を引嘩わけではない・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　’

’

　　　　　　　　’3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一

　　　　●

へ

し，　　　　　　　　　　　　　　、．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆



、

●．

マ
璃
暫
喜

●

一
↓
．

9
吋
5

4

O
O

5

『塩
6

o
噂
喝
．
嶋
・

レ．　顯1
委
・

　　　第ユ3回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　議　事　要　旨．

．日時　　　昭和50年5．月21■日㈱

　　　　　’午後2時～4時

場所　　ゆ宇宙瞬発委員会会講室

講題

　　　（ピアゾングその4’運輸省）

資料の @　　，ご　　・　　，　、’　　　　1

衡係省旅おける宇宙髄研雑発進捗状況

字宙企画課

瞭省旅おける軸関齢獺発進撚況三頭て

配気象鯉関連鴎会議の動向と打上げ諸外国（機関）

における進捗状況　一

出席者

響委1会誌器即

　　　“一、、　；

　　．”　．ぞ　．’一
説明者　一

　運輸省航空局無量課長

　電子航法研究斎衛星航法部長

　海上保安庁水路部編暦課長、

　気象庁総務部気象衛星課長

榔究睡気獅長・・

　　　　　　　　　　　ω

　　σ　ξ　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

，　八’藤　東　禧’

　　爺毒成文

　　．米本恭二、

　　木村小＿　　●馬

’　進士㌧。．晃●

，寺鞠栄：一
　　小平、宿彦’

　｝　　　，　・o　、

6

　　　　　　　　　一取
関係省庁職員等

　科学技術庁研究調整局長

　運軸省大臣官房参事官

　運輸省船舶局技衛謬長　　　　　　　尾

晦堺安瀬鰻．

　気象庁総務都長、

海堺安庁亦騨騨．　森
事務局・

科学技術庁確離辟宙企画瀬上
　　　〃』・　＼〃　　宇宙国隙課長層松

甥厘一三1徳
横　田・不二夫．

　・（代理：菊壇）

　　花　　　暗

　・（代理：松村）

兼’松　広庭

　　（代理：・佐藤）

岩　田　弘　文

　　（　〃＝高谷う

　　　　　　巧’

’

2
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ギ
妄　

　
三

郎
一
宏

．
三
図
．

島
原
村

韓省の乱雑二腔局鰭課長蝿子心法磯所

木村小で醒鰍蔀長・海上骸同士三口繍減磁　 ◎．
気象庁寺内栄r総務部気象衛星課長及び気当三態所小平信彦

’気舗縣恥ら同省ゆける醤関連覆獺発の鯵細に1

　　　　　　　　　　　　　の



∂’ @　告

　　　　　米本吟ま篤回ルートを髄虞い矯醤行機についても・プ

　　　　　　　ラィ燗隔が騰できれ髄勘1》一1トを醐で匙砂で・・
㍉－

@　鱒ρ節練なるげ　・　∫ ．，‘

、　山県：航空局としては・衛跡体の設計には参加妬嚇げ

　　　　　・米を甦は油鮫が修加しやで筋う・一．

　　　　　．螺疫港三二桧計を鯉関係鹸舜とはで逐一か。
　　　　　米本・：使途は畿二L施設に瞑ニボ．（いスし

　　　　②　三子航法研究所

℃　罐1畑ISAT用船蟻置φ生産力∫働夫規灘開始され巳1

　　　　　　　ている’という情…報を聞・いているか。

　　　　　漏話霞晦φが・ヨ「・％で即AR・TS肩σ鰍装
　　　　　　　置・・と’くに変った形式の船上アンチ切研究が価旧い

　ラ　　　　　一る情報を：得ているp

斗　螺15典灘は襯の三冠を行うのか・
　　　　　木村・未だ明敵定蹴れていない9

　　　　し・、塾．　：、uユ　　β鯨・剛」一・rF

　　　　げ　　　 ・。。㌔一一5レ。 jノ、ノ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

　　　　　締島：レーザ測距装置は50年度完成予定となっているにもか

℃　・’鋤らず・醒打上げが典度以降となつτいるの嬬

　　　　　　　なぜかe

　　　　　進士鯛：衛星本体について未解決の箇所ぷ残っているためである

・・馬 @本誌これ記す研算が国土雌院についている㊧で・
　　　　　　　宇宙隙発事業団と相談しながら進めたい。．

　　　　＠　気象研究所　　　．　．・1　　　・　　一

　　　　　綿敬射計の三面回る際は騨に酵し⑰るか・∫

　　　　一坪：最胴内メーカでもい蝿のカ：できておへ地上テ殴

　　・　　　　の結果も．良好である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（3♪　　’　　．　　．・　　　　・　－　・　　　“

　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ニ　　コ　　　　　　サ　　　　ヒ　　　もへ
　　’　　∫⑤　気象庁　　　　　．　1．．1　　∫　、　，～

　　　　　　山県≧定貞増加の計画，はどう．なっためか。

　　　　　　鵠（代理腐谷蹄蹄酬半年ほどお，く縦だめ・、絵衛

　　　　　　　　星センタ≒準備室（仮称）のためり増員は来年度にまわサ

　　　　　　　　こ乏にした0　7，’　　”・’　　　　一・㌧f

　　　　　’！職棚脚暗摘一ス・トヲ・リア嚇ξこに設即

　C　　　　　　　　　　’一か。

・　　岩田．（代理1高谷γ：タイのべン．ゴクに謝る灘である・．．．

　　　　　　『・峠：オ略トラリアの灘局に伽て姻内外力が醗す

　　　　．　　　るのかb　　、　’　　　　　　・　　　鴨

　．　　　㌧岩田（代理㌻高谷）：’衛星シスデムとしての整合佳壷図るため1

　　　　　　　　躰瞬時をわたしている瓜メニカな較廻してい

　　　　　　　　ないようである。

　　　　　　網膝σDA・DPσ婦いるソフト、ウエアの醗は順訥礎んで

一・ @　．いう：のか・勲・’．ξ．との会社力塑擁している6か・．

　　　　　　寺内欄礎んでお殖当雑営内メやカ2社からなる

　　　　　　　　期鎌体であ．るb耀し・姿轍定警軌趣定やい

　　　　　　　　ては綱メーカカ鱒遷し・デバッグを勘て鴨◎スケ・

　．　　　　　一　ゼユー7ル的にあま・り傘裕はないが｝見通しはついて．いる・・

　　　　・　山県・・第2号の気象衛星　　の打上げは国薩的に決定してφる

　　　　　　　　かb　▼

　　　　　　寺内咽騨には粋U、月郊に旧臣々｛・気象成して
　　　　　　　　一は打ち上げた．いと考えている。　　・　一　、、　・．．

　　　　　　斎藤：測距局を設躍ナるにあたって、オーストラリアからの条

　　　　　　　　件はあるρか♂．

∴　寺内・繍ラ協ら、サイ卿来轟どの麟翻を行うよう

　　　　　　1鯉されやう・一ω
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